
※　本書面の写しは相手方に送付します。
※　裏付けとなる資料を添付してください。

Ａ　不動産　※記載した土地・建物等全ての不動産について，連続した通し番号を振ってください。

（土地）  　  ※登記事項証明書のとおりに書き写してください。

1 ○番○ 1 甲１

※
　　 ２

○番○ ２／３ 甲２

（建物）　※登記事項証明書のとおりに書き写してください。

　　 　　　※未登記の場合は，固定資産税評価証明書のとおりに書き写してください。

※
　　３

○番○ ２／３
所有権

共有持分　申立人１／３
申立人 甲３

※

（符号１） 同上 同上 同上 同上

※
　　４

未登記 1
借地権

（所有者　家事次郎）
空き家 甲４

（区分所有建物・マンション）　※登記事項証明書のとおりに書き写してください。

持
分

1 ●●●万●●●●円

空き家

甲５

（地上権または借地権その他用益権（使用借権を除く））　※提出書証のとおりに書き写してください。

●●●万●●●●円

土地の所有者 ●●万円

期限 甲６

●●●●万●●●●円

備考

■建物無し
貸駐車場として使用

□建物無し
建物３の敷地

共有持分　申立人１／３

どの建物の目的となっている敷地権
か

備考

書証番号

書証番号

建物利用者

持分×固定資産税評価額

不動産評価額合計

書証番号持分×固定資産税評価額持分

書証番号

返還される敷金額

１／所有権／１５０３８７分の３０５８

大阪市中央区○○１丁目

大阪市北区○○２丁目 宅地

１００.５３㎡

（別紙）

床面積(㎡)

所在

遺産目録

□　住居表示は同じ
附属建物

番号

１階　６５．０７㎡
２階　４３．７５㎡

所在
（※　住居表示が異なる場合は，併記する。）

土地上の建物の有無（有の場合，どの建物が
あるのか（それが遺産でない場合には所有者

も記載）・無の場合，土地の使途）

畑

２５．５８㎡

□　住居表示は同じ
大阪市西区○○３丁目○番地○
（住所：大阪市西区○○３丁目○番○号）

２１２．００㎡

●●●万●●●●円

●●●●万●●●●円

●●●万●●●●円

建物利用者

地番 地目 地積(㎡)

建物４の敷地

家事　次郎

平成○○年○○月○○日

１／大阪市淀川区○○４丁目○番○／宅地／９５０．２７㎡

家屋番号
（符号）

種類・構造 持分

（対象となる土地）所在／地番／
地目／敷地権の対象となる地積
(㎡)（※土地の地積ではない）

（敷地権の表示）土地の符号／
敷地権の種類／敷地権の割合

番号

（敷地権の目的である土地の表
示）土地の符号／所在及び地番
／地目／地積(㎡)

備考

専用住宅
木造瓦葺平家建

持分×固定資産税評価額

●●万●●●●円

●●万●●●●円

※

 　 ５

備考

敷地権の種類

（一棟の建物の表示）所在（※住
居表示が異なる場合は，併記す
る）／建物の名称

居宅
木造瓦葺２階建

○○４丁目○番○の○／１０１号／居宅・鉄筋コンクリート造１階建／
１階部分６５．８５㎡

８１．７７㎡

□　住居表示は同じ
大阪市北区○○２丁目○番地○
（住所：大阪市北区○○２丁目○番○号）

（専有部分の建物の表示）家屋
番号／建物の名称／種類・構造
／床面積(㎡)

※

　　６

車庫
木造亜鉛メッキ鋼板

葺平家建

大阪市西区○○３丁目／○番○／宅地／１０１．２３㎡

敷地占有権原
(敷地が遺産でない場合には敷地

の所有者も記載)

固定資産評価による所有権価額
（ただし，敷地権の対象となっている分に
限る）

作成日　令和　○　年　○　月　○　日被相続人氏名　　家裁　花子

大阪市淀川区○○４丁目○番地○／家裁マンション

借地権
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※　本書面の写しは相手方に送付します。
※　裏付けとなる資料を添付してください。

Ｂ　国債，株式，社債（ただし，投資信託は除く。）　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

番号
数量

（株数，口数等）
書証番号

1
４口

（額面１口１０万円） 甲７

2 １００株 甲８

●●●●万●●●●円

Ｃ　その他の遺産（信用金庫等への出資金，動産，被相続人が死亡時に現に有していた現金等）

　　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

番号 書証番号

1 甲９

2 甲１０

3 甲１１

１８０万２０００円

Ｄ　預貯金（定期，定額預貯金を含む。）

　　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

番号 種類 死亡時の残高 現在残高 書証番号

1 通常貯金 ５０万３２７５円 ２５万３０６５円 甲１２

2 普通預金 １２０万円 ５０万１２６９円 甲１３

3 定期預金 １００万円 １０１万１５８９円 甲１４

１７６万５９２３円

※預貯金合計額は，現在残高により計算してください。

Ｅ　投資信託

　　※金融機関発行の証明書等のとおりに書き写してください。

番号
数量

（口数）
書証番号

1
１０００口（令和○年
○月○日時点） 甲１５

2
３００万口（令和○
年○月○日時点） 甲１６

●●●●万●●●●円

Ｆ　保険契約の解約返戻金，保険金（ただし，被相続人以外の者が受取人になっているものは除く。）

　　※保険会社発行の保険証書等のとおりに書き写してください。

番号 金額 書証番号

1 ●●●万円 甲１７

●●●万円

Ｇ　貸金等の債権　※原則，審判の対象となりません。

　　　　　　　　　　　　※提出書証のとおりに記載してください。

番号 書証番号

1 甲１８

１００万円

●●●●万●●●●円

その他の遺産の評価額合計

備考

○○○○○○○ 相続開始後本件申立て前に相手方△が●●万円払戻し

備考

金／商標○○○／○○ｇ／
金塊番号○○○

○○生命保険相互会社・○○生命保険・○○○○号・被保険者○○○○・契約者被相続人

備考

備考

事前の預貯金債権行使あり（申立人○○万円）

備考

備考

貸金／債務者○○○○・貸付日平成○年○月○日 １００万円

現在の評価額合計
（数量×１株（１口）当たりの評価額）

４２万円
（令和○年○月○日時点）

●●●万●●●●円
（令和○年○月○日時点）

■■オープン □□証券□□支店／○○○○

保管者　申立人

分離適格振替国債／１０年／第○○○回 △△銀行△△支店／○○○○

ＭＭＦ

●●●万●●●●円

1本 保管者　相手方家裁二郎

２０００口

○○株式会社　普通株式

○○銀行○○支店

ゆうちょ銀行 ○○○○○－○○○○○○

○○銀行○○支店

□□証券□□支店／○○○○

数量（口数，円等）

８０万円

出資金（○○信用金庫○○支店）

△△銀行△△支店／○○○○

現在の評価額合計
（数量×１口当たりの評価額）

１０００円

○○○○○○○

預貯金合計額

現在の評価額合計

２０００円

８０万円

１００万円

Ａ～Ｇの遺産総合計

貸金等の債権合計額

銘柄

金額種目/債務者

取扱金融機関／口座番号

保険契約の解約返戻金，保険金合計額

種目/保険会社・保険の種類・保険証券番号・被保険者・契約者

株式等合計額

現金

投資信託合計額

口座番号・記号番号

銘柄
（※証券がある場合は，証券の番号も記載）

金融機関・支店名

種目

取扱金融機関／口座番号

保管者または所在地
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